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東洋製罐の経営ビジョン

包装容器関連事業
鋼板関連事業

機能材料関連事業
ライフサイエンス

電気電子・情報通信・エネルギー
環境

包装・容器

「人」と「技術」を基軸に
グループ結束力を強化

持株会社体制での
グループの飛躍的成長

●国内既存事業の収益を
安定的に確保

●成長の軸足を海外事業
および新規事業へ戦略
的にシフト

●国内既存事業の収益力の
強化

●海外各市場の特性に合わ
せた戦略的投資

●新規事業の事業化の推進

容器をコアとして周辺分野へ発展した
グローバル企業への成長

東洋製罐グループ将来像
（2022年度）

第3次中期経営計画
（2013～2015年度）

第2次中期経営計画
（2010～2012年度）

持株会社体制でのグループ企業価値の向上

新規事業

持株会社体制
へ移行

「新しい買い方」、「新しい作り方」、「新しい売り方」への挑戦

再構築の実行による設備集約とローコスト生産体制の具現化
各事業の持続的成長と安定収益確保に向けた基盤構築
全グループ構成会社の黒字化達成とグループとしての価値向上

持続的に利益を生み出す競争力のある「強い会社」への変革を完遂し、次なる百年への第一歩を踏み出す

国内
事業

市場構造・顧客ニーズの変化に柔軟に対応し、
収益安定と競争力強化を図る

今後も継続的な拡大が予想されるアジア圏の容
器需要に対応すべく、既存顧客との取り組み強化、
ならびに新規顧客への拡販を積極的に推進

海外
事業

アジア圏における当社事業グループの
プレゼンス確立と新たな市場・顧客の開拓

東洋製罐事業グループ：第4次中期経営計画ビジョン

●
●
●

基本方針
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東洋製罐 Green Challenge 2050

■ 活動する項目の決定

東洋製罐の重要度 非常に重要重要

重
要

非
常
に
重
要

社
会
の
関
心

環境活動として、活動実施

環境汚染防止
化学物質管理

材料の
脱石油化

エネルギー
調達

イノベー
ション

資源枯渇
による
原材料
調達
リスク

情報開示

グローバル化

水リスク

気候変動

コミュニティ
への貢献

ダイバーシティ
人権

重要課題として、長期目標を策定し、活動実施

3R
推進

■ 「Green Challenge 2050」の活動を通じて、達成に貢献できるSDGsの目標
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特集1　変革と挑戦の100年
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特集1
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特集2　暮らしの中のガスバリア容器
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特集2
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低炭素社会

■ 東洋製罐事業グループの事業活動における温室効果ガス排出量

（万ton）
［CO2換算］

scope2scope1 scope3生産材料投入 scope3その他
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20142013 20162015 （年度）

■ 東洋製罐事業グループのＣＯ2排出量

国内（東洋製罐事業グループ） 国内（東洋製罐）海外
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■ 東洋製罐事業グループの物流でのＣＯ2排出量
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低炭素社会
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LCAの実施

環境負荷低減
方法を検討

環境負荷低減
効果を確認

開発に反映

環境負荷の
大きい部分を把握

 

環 境 効 率
容器包装の機能

ライフサイクルでの
環境負荷

＝

・品質の保持
・安全性の確保
・ユニバーサルデザイン　など

・環境温暖化
・資源消費　　　　　　　など

■ 環境効率の算出方法

低炭素社会
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資源循環社会
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20142013 20162015 （年度）

（ton）

■ 廃棄物排出量・埋立量
廃棄物排出量 埋立量
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資源循環社会
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2014 20162015 （年度）

（千m³）

■ 水使用量
東洋製罐事業グループ 東洋製罐

3,178

4,411
4,768

3,638
2,956

4,304

2,759

4,203

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2013

資源循環社会
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100.0

88.4

90.6

20102004 2016201320122011 20152014 （年度）

重量比（％）
［2004年度基準］

■ 飲料用容器の重量変化
スチール アルミ PETボトル

0
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■2016年度 飲料用容器の軽量化（重量）

％減9
［2004年度比］

PETボトル

％減6
アルミ缶

［2004年度比］

％減11
スチール缶
［2004年度比］

資源循環社会
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2004 201320122011 20152014 （年度）

（％）

■ 各種容器のリサイクル率
アルミ缶スチール PETボトル プラスチック容器包装

（「3R推進団体連絡会 第二次自主行動計画 2015年度フォローアップ報告」より）
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45.3
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■ 容器包装リサイクル法における役割

容器包装の排出量抑制を行
うとともに、その量に応じて
再商品化の義務を負う

容器包装廃棄物の排出を
抑制し、地域のルールに
従って分別排出する

容器包装廃棄物の分別収
集を行う

消費者

市町村 事業者

資源循環社会
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自然共生社会

20142013 20162015 （年度）

（件）

■ 環境事故件数の推移

化学物質漏えい 騒音 異常排水
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20132010 2014 20162015 （年度）

（ton）

■ PRTR法対象物質の排出・移動量
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自然共生社会
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環境経営の推進

■ 3つの側面における長期目標と中期目標

CO2排出量を2050年度までに
半減を目指します

2022年度までにCO2排出量を
14%削減

中期
目標

低 炭 素 社 会

新規投入資源の使用量を最大限に
削減し、再生材や再生可能材料へ
の代替に努めます

・物質投入量原単位を3%削減
・購入資材のグリーン調達推進

調達、開発、製造、販売、サービス活
動においてライフサイクルを考慮
し、製品およびサービスを通じて、
地球上の生物や人類が永続的に共
生できる社会の実現に貢献します

・環境リスクの低減
・環境汚染物質の低減
・認証製品の購入を推進
・外部コミュニケーション活動の推進
・生物多様性の保全推進

資 源 循 環 社 会 自 然 共 生 社 会

基準年：2013年度

長期
目標
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環境経営の推進
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環境経営の推進
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環境経営の推進
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環境経営の推進
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企業として

■コーポレート・ガバナンス体制図

選任・解任
選任・解任 選任・解任

監査

連携 監査

連携 連携
監査

監

査

役

会
計
監
査
人

会計
監査

総 務 部
（ 監 査 担 当 ）

執 行 役 員

コンプライアンス推進委員会

総 合 リ ス ク 対 策 委 員 会

中央統合マネジメントシステム委員会

情 報 管 理 委 員 会

C S R 推 進 委 員 会

代表取締役

取 締 役 会

株 主 総 会

東洋製罐グループホールディングス監査室

各 部 門 中 央 安 全 衛 生 委 員 会

営 業 改 革 本 部

経 営 会 議
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東洋製罐グループのCSRとは、「誠実で公正な事業活動を通して、人類の幸福繁栄に貢献しつづけること」です。東洋製罐グループ
で働く一人ひとりが、CSR精神を理解し、全てのステークホルダーに対応します。

■グループCSR基本方針

全てのステークホルダー

お客さま

お取引先

株主・投資家

従業員

地域社会

地球環境

全ての人の基本的人権と多様性を尊重し、誠実に対話し、行動します。

お客さまの信頼に応える安全・安心な製品・システム・サービスを提供します。

常に高い倫理観を持って公平・公正・透明な事業活動を行います。

企業価値の向上に努め、情報の適正な管理と開示を行います。

安全かつ衛生的で元気あふれる職場をつくります。

地域社会との共生を目指して、地域での交流を大切にします。

地球環境の保全と質的改善に、積極的に取り組みます。

企業として
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企業として
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企業として
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企業として
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従業員とともに
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従業員とともに
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従業員とともに
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東洋製罐のデータ集

 - 1 - 

環境パフォーマンスデータ集 
 
 
１．主要環境パフォーマンス 
 
 

        
 

        
 

        

東洋製罐事業グループの集計対象１１社 （製造会社１０社、非製造会社１社） 
 
東洋製罐、本州製罐、琉球製罐、日本ナショナル製罐、東洋製版、福岡パッキン

グ、ペットリファインテクノロジー、ジャパンボトルドウォーター、ティーエムパック、

東洋製罐グループエンジニアリング（旧：東洋食品機械）、東洋メビウス 
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 - 2 - 

２．地球温暖化防止 
 
ＣＯ２排出量 
 
【国内】                                                          単位：千 ton-CO2 

 
 
【海外】                                                          単位：千 ton-CO2 

 
 
 
３．廃棄物の削減 
 
【東洋製罐事業グループ】                                           単位：ton 

 
 
【東洋製罐】                                                    単位：ton 

 

東洋製罐のデータ集
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 - 3 - 

４．水資源の利用 
 
取水源別使用量 
 
【東洋製罐事業グループ】                                           単位：千 m3 

 
 
【東洋製罐】                                                    単位：千 m3 

 
 
 
 
 
 
 
５．大気汚染の防止 
 
大気汚染物質の排出量 
 
【東洋製罐事業グループ】                                         単位：ton 

 
 
【東洋製罐】                                                  単位：ton 

 
 
 

東洋製罐のデータ集
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 - 4 - 

６．東洋製罐事業グループ 主要会社別データ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
東洋製罐 サイト別データ 
 

 
 
 
 

東洋製罐事業グループ製造会社１０社 
東洋製罐、本州製罐、琉球製罐、日本ナショナル製罐、東洋製版、

福岡パッキング、ペットリファインテクノロジー、ジャパンボトルドウ

ォーター、ティーエムパック、東洋製罐グループエンジニアリング

（旧：東洋食品機械） 

 - 4 - 

６．東洋製罐事業グループ 主要会社別データ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
東洋製罐 サイト別データ 
 

 
 
 
 

東洋製罐事業グループ製造会社１０社 
東洋製罐、本州製罐、琉球製罐、日本ナショナル製罐、東洋製版、

福岡パッキング、ペットリファインテクノロジー、ジャパンボトルドウ

ォーター、ティーエムパック、東洋製罐グループエンジニアリング

（旧：東洋食品機械） 

 - 5 - 

７．環境マネジメントシステム構築状況 
 
会社 ISO14001 認証取得サイト（取得時期） 
東洋製罐グループ 
ホールディングス 綜合研究所（東洋製罐全社統合に追加（’09.07）） 

 
 
 
東洋製罐 

埼玉（’99.07） 石岡（’02.08） 横浜（’02.10） 広島（’03.06） 
久喜（’03.07） 静岡（’03.12） 川崎（’04.01） 仙台（’04.06）  
基山（’04.08） 千歳（’04.09） 茨木（’04.09） 豊橋（’04.11） 
大阪（’04.11） テクニカル本部（’05.11） 本社（’05.11） 
全社統合（’07.07） 
滋賀（東洋製罐全社統合に追加（’11.09） 

 

日本ナショナル製罐 本社・工場（’02.08） 
東洋製罐全社統合に追加（’14.08） 

東洋メビウス 全社一括（’04.10） 
本州製罐 全社一括（’12.03） 

結城（’05.03）、兵庫（’08.12）、松山（’10.03） 
東洋製罐全社統合に追加（’14.08） 

東洋製版 豊橋（’06.02） 
福岡パッキング 福岡パッキング（’07.03） 

琉球製罐 琉球製罐（’10.07 エコアクションプラン２１）  
東洋製罐全社統合に追加（’14.08） 

東洋食品機械 会社一括（’05.11） 
 T&T エナテクノ 東洋製罐全社統合に追加（’14.08） 

 
 

東洋製罐のデータ集
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 - 6 - 

８．環境活動年表 

PET

PET
PET

14 ISO14001

TULC
ISO14001

8 3R

ISO14001 CDM

東洋製罐のデータ集
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 - 7 - 

９．社外団体活動 
 
東洋製罐では、環境・リサイクル関係の各種団体および研究会・委員会に人材を派遣するとともに、環境関連の各種

組織の会員となり、積極的に活動を行っています。 
 
 
（１）	リサイクル関連団体 
 
・スチール缶リサイクル協会  
・アルミ缶リサイクル協会  
・PET ボトル協議会  
・PET ボトルリサイクル推進協議会  
・プラスチック容器包装リサイクル推進協議会  
・公益財団法人 日本容器包装リサイクル協会  
・3R 推進団体連絡会 

団体名 役職 

スチール缶リサイクル協会 副理事長、理事、実行委員 

アルミ缶リサイクル協会 副理事長、企画委員 

ＰＥＴボトル協議会 会長、理事、各委員会委員 

ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会 会長、理事、各委員会委員 

プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 各委員会委員 

公益財団法人日本容器包装リサイクル協会 ＰＥＴボトル事業委員長、ＰＥＴボトル事業委員、 
プラスチック容器事業委員 

 
 
 
（２）	研究会・委員会 

 
・中央環境審議会 廃棄物・リサイクル部会 容器包装の 3R 推進に関する小委員会（環境省）  
・日本ポリエチレン製品工業連合会 環境対策委員会  
・日本プラスチック工業連盟 環境委員会 リデュース・リサイクル検討委員会  
・公益社団法人 日本缶詰びん詰レトルト食品協会 環境委員会  
・日本 LCA 学会  
・LCA 日本フォーラム 
 
 
 
 
 
１０．社外からの評価（日本経済新聞社 第 20 回「環境経営度調査」） 
 
企業による調査票への回答に基づき、環境対策と経営を両立させる取り組みを評価しランキングするもので、日本経

済新聞社が 1997 年から毎年実施している調査です。対象となる製造業 1,733 社のうち、東洋製罐グループホール

ディングスは 140 位でした。 
※評価範囲に東洋製罐事業グループの事業活動が含まれる 
 

各団体への参画 
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編集方針

社
会
か
ら
の
期
待
が

大
き
い
情
報

東洋製罐にとって
重要性の高い情報

Webサイトで報告

冊子で報告

http://www.toyo-seikan.co.jp/eco/

サステナビリティ
レポート（冊子）

サステナビリティ
レポートの
Webサイト

画像入る


